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【
資
料
紹
介
】

翻
刻
・
藤
山
一
雄

『
東
遷
紀
行
』
(

一

一

)

佐

藤

睦

子

【
前
号
の
続
き
】

密
山
よ
り
虎
頭
に

一
【
凡
例
】

こ
の
翻
刻
は
以
下
の
基
準
に
し
た
が
い
、
作
成
し
た
。

一
一
、
自
筆
稿
本
『
東
遁
紀
行
』
の
体
裁
に
な
ら
い
、
改
行
す
べ
き

・
と
こ
ろ
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
文
字
詰
め
を
行
な
っ
た
。

一
、
旧
字
体
、
仮
名
遣
い
、
促
音
便
、
地
名
、
誤
字
、
脱
字
は
原

.
文
の
ま
ま
と
し
、
人
名
の
あ
き
ら
か
な
誤
字
に
は
そ
の
ま
ま

一
表
記
し
た
上
で
、
括
弧
(
)
に
正
字
を
付
し
た
。

シ
ン
カ
イ

興
凱
の
騨
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
寵
を
、
を
ろ
す
老
露
人
夫
婦
の
品
位
あ
る
顔
。
一
一
、
本
人
に
よ
る
訂
正
は
①
に
て
表
示
し
た
。

(
そ
の
よ
そ
ほ
ひ
全
く
の
労
働
者
な
る
も
、
帝
政
時
代
は
相
当
の
人
な
り
し
一
一
、
文
中
の
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た
が
っ
て
付
し
た
。

な

ら

ん

)

(

三

十

二

ウ

)

一

一

、

不

快

、

差

別

用

語

と

み

な

さ

れ

る

不

適

当

な

表

記

も

、

歴

史

や
ま
な
み
一
的
資
料
に
準
ず
る
性
質
上
か
ら
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

横
顔
に
小
春
日
う
け
て
の
び
の
び
と
平
沙
に
ね
む
る
完
遠
の
山
脈
一
一
、
句
点
(
。
)
、
読
点
(
、
)
は
原
文
に
従
い
、
一
部
必
要
な
箇
所

此
の
あ
た
り
馬
会
薯
す
ら
も
出
来
ぬ
ニ
[
に
]
や
楊
岡
の
村
に
畑
を
見
ざ
一
に
は
、
適
宜
付
し
た
。

り

一

一

、

文

中

の

歌

は

一

字

段

下

げ

、

意

図

的

に

異

な

る

字

体

で

表

示

楊

岡

の

来

に

つ

げ

く

丘

陵

に

点

々

散

ず

六

次

移

氏

比

一

し

た

。

湖
北
の
荒
野
を
墾
り
て
け
な
げ
に
も
大
陸
日
本
た
つ
る
』
」

一
一
、
片
仮
名
表
記
の
助
詞
等
は
、
平
仮
名
表
記
[
]
を
付
し
た
。

一
一
、
異
体
字
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
全
[
同
]
、
圭
[
経
]

秋
日
に
映
え
一

(
十
九
日
)

幾
里
と
も
知
れ
ぬ
平
沙
の
と
こ
ろ
ム
1
1
小
島
の
如
く
浮
ぶ
岩
山

朝
日
さ
し
地
平
は
銀
に
え
り
煙
る
此
の
湿
原
の
起
し
き
康
さ

悲
し
み
に
似
た
る
心
比
す
極
み
な
さ
此
の
連
綿
と
つ
ゾ
く
不
毛
也

虎
林
出
で
¥
聞
な
し
樺
立
つ
丘
に
つ

Y
き
、

移
民
村
見
ゆ
。



て
。
(
東
ニ
[
に
]
道
岡
移
民
地
)

(
三
十
三
オ
)

苦
力
達
の
携
帯
行
李
十
九
日
賓
東
に
て
(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

こ
れ
だ
け
に
て
生
活
出
来
る
な
り
。
パ
ラ
ス
龍
、
鍋
、
鰻
頭
を
む
す
せ
い
ろ
う
、

あ
る
道
具
の
各
名
称
)

ス
コ
ッ
プ
(
挿
絵
に

(
三
十
三
ウ
)

虎
頭
一
世
帯
ハ
[
は
]
要
塞
に
て
、
汽
車
も
窓
を
シ
ャ
ッ
ト
し
、
何
も
見
る
能
は
ず
。
汽
車
ウ
ス
リ
l
河

に
沿
ひ
て
停
車
す
。
即
ち
虎
林
県
城
な
り
。
駅
を
出
で
丘
に
の
ぼ
る
口
丘
上
に
は
柏
、
梱
、
橋
、
白

樺
の
疎
林
と
兵
隊
の
病
院
あ
り
。
脚
下
は
ウ
ス
リ
l
河
に
し
て
、
廿
メ
ー
ト
ル
位
の
断
崖
な
り
。

「
洋
々
た
る
か
な
水
丘
の
渡
ざ
る
は
命
な
り
」
と
孔
子
ハ
[
は
]
言
ひ
し
が
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
対
岸
は

ロ
シ
ア
に
し
て
、
余
り
に
平
静
な
る
水
な
り
。
イ
マ
ン
の
町
掌
中
に
あ
り
。
鮭
舟
点
々
と
し
て
河
上

に
あ
り
。
余
は
し
ば
ら
く
丘
上
に
あ
り
て
、
あ
た
り
の
風
物
を
見
る
。

翻実7/・藤山一雄 f東遺紀行j(_二)

烏
紘
里
に
追
ま
れ
る
岡
の
相
林
に
秋
を
悲
し
く

す
ゾ
め
来
な
け
る

江
畔
の
抑
を
映
し
ウ
ス
リ

l
の
水
没
々
と
夢
を
か
も
せ
る

(
=
一
十
四
オ
)

岡
を
降
り
、
だ
ら
/
i
t
l

坂
の
町
を
江
畔
に
出
で
し
慮
に
妓
楼
あ
り
。
ウ
ス
リ
l
氾
濫
し
て
、
水
ひ
た

/
l
l
と
街
を
浸
せ
り
。
白
粉
の
女
数
名
水
を
見
つ
〉
あ
り
。
鮭
の
二
尺
余
の
も
の
を
、
水
竿
に
て
ど

や
し
て
漁
る
人
あ
り
。
之
を
見
つ
〉
あ
る
な
り
。
大
陸
に
て
し
か
見
ら
れ
ぬ
景
色
な
り
。
水
辺
の
景

色

あ

ま

り

美

し

く

、

附

近

の

朝

鮮

人

の

宿

屋

に

一

泊

を

乞

ふ

。

(

三

十

四

ウ

)

61 

二
階
に
ア
ン
ペ
ラ
を
敷
け
る
一
室
あ
り
。
ト
ラ
ン
ク
を
下
ろ
し
て
向
ひ
あ
わ
せ
の
湯
に
ゆ
く
。
二
十

銭
の
湯
代
な
り
。
便
所
の
あ
ま
り
に
汚
な
き
に
、
謄
ひ
っ
く
り
返
る
心
地
す
。
絵
を
か
〉
ん
と
し
て

水
を
貰
に
ゆ
く
。
台
所
に
て
汚
な
き
朝
鮮
女
冷
麺
を
つ
く
り
つ
〉
あ
り
。
そ
の
光
景
と
夜
具
の
汚
な

話題



さ
を
想
像
し
て
、
二
階
に
上
り
、
そ
こ
/
l
l
に
荷
の
仕
末
し
て
、
気
づ
か
れ
ぬ
や
う
に
坂
を
五
町
あ

ま
り
上
り
て
、
「
ウ
ス
リ
ー
ホ
テ
ル
」
に
部
屋
を
求
め
ホ
ッ
ト
一
息
す
。
宛
然
漫
画
的
な
り
。
余
も

ホ

テ

ル

に

座

し

て

苦

笑

す

。

鮮

人

は

儲

け

そ

こ

な

へ

り

。

(

三

十

五

オ

)

62 

ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
時
き
向
岸
の
抑
を
映
す
イ
マ
ン
の
灯
彰

河
岸
の
家
の
化
粧
の
人
に
心
引
か
る
旅
の
心
の
あ
さ
ま
し
さ
か
な

丘
の
上
に
木
を
た
く
煙
白
々
と
シ
ベ
リ
ア
風
の
家
群
れ
つ
ど
へ
り

ウ
ス
リ
l
の
水
氾
濫
し
江
呼
の
抑
の
幹
に
か
、
る
鮭
船

段
々
の
坂
に
重
な
り
を
の
が
じ
ゾ
軒
の
舵
腹
を
か
ざ
る
家
々

町
か
ど
の
農
場
を
限
り
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
夢
中
に
や
れ
る
日
本
兵
除

十
九
日

東
満
の
穀
倉
の
一
型
(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

虎
頭
江
畔
(
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

静
な
る
烏
蘇
里
河

画
団

印
(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

虎
頭
の
シ
ベ
リ
ア
的
風
物

十
月
廿
日
(
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

静
か
な
る
大
和
田
を
忠
ふ
水
え
の
ぬ
れ
山
地

φ
の
淳
に
鶴
遊
び
あ
り

配
析
の
西
は
嵩
み
て
耕
地
展
け
新
に
主
て
し
移
民
村
見
ゆ

日
に
三
度
旅
客
列
ネ
を
送
り
迫
ふ
古
貸
率
住
の
香
鶴
持
長

山
際
の
薄
飴
色
に
ほ
の
明
け
し
空
を
背
に
し
て
ま
ば
ら
木
並
ぶ

銀
替
の
如
く
秋
田
に
照
り
映
ゆ
る
辛
庇
町
民

ゃ
を
縁
取
れ
る
白
樺

(
=
一
十
五
ウ
)

(
三
十
六
オ
)

(
三
十
六
ウ
・
三
十
七
オ
)

(
三
十
七
ウ
・
三
十
八
オ
)

(
一
二
十
八
ウ
・
三
十
九
オ
)

(
三
十
九
ウ
)

週鑑晶画薗苗圃匝E

亨E号験

姻Wヤ

終
日富

田

一--"-" 一・・圃・4・

話
暗
号
品
霧
兵

一舗



霧
湧
け
る
畢
展
宮
集
に
白
樺
の
垣
せ
し
如
き
針
葉
樹
林

十
月
廿
一
日
牡
丹
江
市
長
等
の
出
迎
ひ
，
つ
け
て
全
[
同
]
市
の
発
展
振
を
見
る
。
ハ
ル
ピ
ン
が
ロ
シ

ア
人
の
町
な
れ
ば
牡
丹
江
は
全
く
日
本
人
の
町
な
り
。
新
騨
前
の
大
道
は
一
昨
年
泥
寧
に
苦
し
め
ら

れ
し
、
寂
し
き
野
道
な
り
し
が
、
今
日
は
中
銀
初
め
大
ピ
ル
掃
比
し
全
く
①
浦
島
は
吾
身
の
如
き
感

慨
な
り
。
協
和
舎
に
て
朝
食
ハ
ル
ピ
ン
行
の
列
車
に
て
十
一
時
発
。
(
四
十
オ
)

十
月
廿
一
日

闘
M
H幽

(
四
十
ウ
・
四
十
一
オ
)

樺
林
パ
ル
プ
の
町

印
つ
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

認ro;・藤山一雄 F東遁紀行J(_二〕

東
支
線
沿
線
の
文
化
は
、
ロ
シ
ア
歪
[
経
]
営
当
時
に
比
し
て
、
実
に
一
世
紀
退
却
せ
り
。
横
道
河
子
、

一
面
城
に
有
せ
る
吾
夢
は
悉
く
破
れ
し
も
、
沿
道
の
白
樺
林
の
秋
日
に
映
ゆ
る
光
景
は
言
語
に
絶
せ

h
ツ。ハ

ル
ピ
ン
に
九
時
半
着
。
大
陸
科
学
院
分
院
、
博
物
館
長
等
の
出
迎
を
う
け
、
ホ
テ
ル
モ
デ
ル
ン
に

泊
る
。
此
の
夜
近
松
仙
虞
と
「
妙
心
寺
」
を
久
振
に
語
る
。
翌
朝
早
く
よ
り
、
博
物
館
を
正
午
ま
で

見
る
。
鎮
植
物
土
中
物
の
蒐
集
の
多
数
な
る
に
驚
き
し
も
、
そ
の
整
理
出
来
て
居
ら
ず
。
福
島
館
長

と

昼

食

し

て

全

[

同

]

氏

の

邸

に

ゆ

く

。

(

四

十

一

ウ

)

馬
家
溝
斜
面
一
高
坪
を
占
む
る
半
農
生
活
は
羨
望
の
至
な
り
。
全
[
同
]
家
製
の
シ
ャ
ン
ペ
ン
、
ワ
イ

ン
等
を
少
し
よ
ば
れ
る
。
後
七
時
頃
辞
し
て
、
丸
商
に
於
け
る
ハ
ル
ピ
ン
連
中
の
余
の
歓
迎
義
太
夫

会
を
十
一
時
ま
で
さ
か
さ
れ
る
。
下
手
糞
連
中
と
四
時
間
も
、
を
と
な
し
く
聞
く
は
、
誠
に
忍
耐
を

要
せ
り
。

博
物
館
陳
列
品

虹
窯
鎮
製
大
坐
壷

媛
酒
器
(
挿
絵
の
資
料
名
を
記
す
)

(
四
十
二
オ
)

(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
四
十
二
ウ
)

63 



64 

廿
三
日
朝
モ
デ
ル
ン
ホ
テ
ル
の
自
室
よ
り
(
前
ぺ
l
ジ
の
画
題
)

モ
リ
ン
炭
砿
の
樋
野
君
来
訪
あ
り
。
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
て
密
談
。
午
後
ハ
ル
ピ
ン
市
長
と
明
朝
、
天

理
農
村
視
察
の
ス
ケ
ヂ
ュ
ー
ル
を
依
頼
す
。
市
長
は
余
の
建
国
以
来
の
心
友
な
り
。
午
後
、
矢
崎
千

代
治
(
二
)
氏
の
パ
ス
テ
ル
展
を
見
る
。
夕
方
弥
寿
子
の
来
恰
を
電
話
せ
し
慮
成
る
に
の
ち
に
、
「
ア

ジ
ア
」
を
迎
に
駅
に
ゆ
く
。
二
時
間
を
く
れ
十
一
時
着
。
ニ
ュ

l
ハ
ル
ピ
ン
ホ
テ
ル
に
日
本
間
を
レ

ザ

l
プ

し

、

ゆ

く

。

弥

寿

ハ

[

は

]

最

初

の

ハ

ル

ピ

ン

な

り

。

(

四

十

三

オ

)

ハ
ル
ピ
ン
中
央
寺
院

園

(
四
十
三
ウ
・
四
十
四
オ
)

奇一八翁

印
つ
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

日
曜
礼
拝
に
中
央
寺
院
に
参
る
。
白
露
人
満
員
な
り
。
次
に
ロ
シ
ア
墓
地
を
郊
外
に
訪
ふ
。
こ
れ
ま

た
津
山
の
人
な
り
。
各
々
自
分
の
墓
地
に
ゆ
き
、
そ
こ
の
ベ
ン
チ
に
こ
し
か
け
、
亦
は
サ
ン
ド
ウ
井
ッ

チ
持
参
に
て
、
半
日
を
墓
畔
に
費
す
様
な
り
。
日
本
人
の
如
く
、
唯
参
り
せ
ん
香
を
つ
け
て
帰
る
の

に
非
ず
。
半
日
一
日
を
墓
に
暮
ら
し
て
、
故
人
と
交
友
す
る
な
り
。
此
の
民
族
は
決
し
て
亡
び
ず
と

思
は
せ
ら
る
。
人
の
愛
思
を
知
る
民
族
な
れ
ば
な
り
。
此
の
旅
の
最
高
の
収
穫
な
り
。
ス
タ
ー
リ
ン

は

実

に

ス

ラ

プ

民

族

の

世

紀

末

的

迷

の

最

大

表

現

也

。

(

四

十

四

ウ

)

ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
、
グ
リ
ル
の
衝
立
と
椅
子
の
ょ
っ
か
、
り
の
棒

二
十
三
日
(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
四
十
五
オ
)

ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
キ
l
寺
院
(
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
四
十
五
ウ
・
四
十
六
オ
)

廿
四
日
早
朝
よ
り
宿
を
出
で
、
夫
妻
氾
濫
せ
る
松
花
江
を
見
に
ゆ
く
。
太
陽
島
は
水
に
没
し
あ
り
。

そ
れ
よ
り
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
を
上
り
、
新
市
街
の
博
物
館
を
福
島
館
長
の
案
内
に
て
見
物
。
チ
ュ

l
リ

ン
を
見
て
文
廟
に
参
詣
す
。
熱
河
の
よ
り
も
立
派
な
り
。
午
後
、
福
島
氏
の
案
内
に
て
惇
家
旬
を
見
、

埠
頭
を
一
巡
し
て
更
に
ロ
シ
ア
墓
地
を
訪
ふ
。
夜
、
日
満
亜
麻
の
常
務
木
村
氏
に
招
か
れ
、
夫
婦
武

てF3B1VF
_1i8_-".歯



蔵
野
に
て
夕
食
す
。
老
妓
あ
り
。
岩
国
の
三
十
年
前
の
こ
と
を
よ
く
知
れ
り
。

に
一
驚
す
。
木
村
氏
半
生
の
こ
と
を
語
る
。

そ
の
記
憶
の
正
確
さ

(
四
十
六
ウ
)

全
[
同
]
氏
の
人
ど
(
と
)
な
り
に
は
弥
寿
も
感
入
れ
り
。
二
十
五
日
「
ア
ジ
ア
」
に
て
急
に
弥
寿
ハ

[
は
]
帰
京
す
る
と
い
ふ
里
心
つ
け
る
な
り
。
余
は
阿
城
の
金
時
代
の
古
祉
を
調
査
に
ゆ
く
。
①
阿
城

は
ハ
ル
ピ
ン
の
東
部
五

0
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
。
県
城
は
駅
よ
り
ニ
キ
ロ
南
方
の
丘
上
に
あ
り
。
田

舎

l
lせ
る
町
に
充
分
の
好
意
を
も
た
せ
ら
る
。
此
の
夜
、
丸
山
大
佐
長
男
死
去
の
報
あ
り
。
一
臆

余
も
帰
京
①
通
夜
す
る
事
に
決
心
し
、
三
時
半
の
列
車
に
の
る
こ
と
に
す
る
。
(
四
十
七
オ
)

二
十
三
日

夕
方
(
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
四
十
七
ウ
・
四
十
八
オ
)

ハ
ル
ピ
ン
文
廟
図
(
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
四
十
八
ウ
・
四
十
九
オ
)

廿
四
日

弥
寿
(
写
真
・
貼
付
)

(
四
十
九
ウ
)

ロ
シ
ヤ
人
墓
地
に
て

雄

叡麹j・藤山一雄 F東遺紀行J(_二)

阿
城
よ
り
帰
恰
し
て
三
時
間
齢
あ
り
。
三
度
博
物
館
を
訪
ひ
、
ア

1
ネ
ル
ド
博
士
そ
の
他
二
三
の
白

露
学
者
と
北
満
民
俗
・
考
古
を
語
り
、
福
島
館
長
と
ハ
イ
ラ
ル
沙
原
出
土
品
、
成
吉
思
汗
城
の
発
掘

品
等
を
見
、
亦
地
下
室
の
博
物
標
本
の
未
整
理
品
等
を
見
る
。
惜
ら
く
は
橡
算
少
く
、
熱
心
な
る
学

者
等
、
殊
に
白
露
学
者
待
遇
の
完
な
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
一
臆
ホ
テ
ル
に
帰
り
て
仕
度
す
。
福
島
氏

家
づ
と
に
、
津
山
の
山
芋
と
露
西
亜
わ
さ
び
を
持
参
。
館
の
馬
車
に
(
五
十
オ
)

て
停
車
場
ま
で
見
送
ら
ん
と
い
は
る
。
巨
大
な
る
ア
ラ
ビ
ア
馬
に
て
、
輔
石
の
上
を
カ
ッ
プ

l
lと

快
速
に
走
る
心
地
よ
き
限
り
な
り
。
自
動
車
を
用
ひ
ず
、
馬
車
の
用
ひ
る
は
、
知
何
ニ
[
に
]
も
福
島

氏
ら
し
く
、
野
趣
横
益
す
。
山
芋
の
長
さ
は

O
、
八
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
あ
り
。
三
時
半
出
発
。

全
[
同
]
車
に
恩
賞
局
の
若
い
役
人
あ
り
。
尤
も
愛
せ
る
も
の
等
に
て
、
一
慮
に
食
堂
に
ゆ
き
、
四
方
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山
話
を
な
し
て
時
の
移
る
を
忘
る
。
九
時
着
京
。

(
五
十
ウ
)

此
の
度
の
旅
行
に
て
痛
感
せ
し
こ
と
は
、
北
満
日
本
移
民
に
対
す
る
協
和
曾
工
作
の
絶
す
る
る
る
こ

と
、
及
び
そ
の
子
弟
の
変
則
な
る
教
育
な
り
。
日
本
移
民
の
繁
栄
な
く
し
て
満
洲
事
変
な
く
、
満
洲

建
国
な
し
。
五
口
等
の
身
命
を
賭
し
た
る
建
国
運
動
は
、
実
に
日
本
の
大
陸
復
帰
に
あ
り
。
そ
の
序
曲

は
日
本
移
民
の
成
功
に
あ
り
し
な
り
。
協
和
曾
工
作
は
、
満
洲
人
よ
り
も
む
し
ろ
、
日
本
移
民
ニ

[
に
]
徹
底
す
る
に
あ
り
。
そ
の
大
計
は
そ
の
子
弟
の
教
育
に
存
す
。
(
五
十
一
オ
)

中
央
政
府
は
、
産
業
五
ヶ
年
政

φ
計
画
、
そ
の
他
の
歪
[
経
]
済
政
治
工
作
に
没
頭
し
て
、
そ
の
文
化

工
作
を
顧
み
る
齢
裕
な
し
。
然
ど
も
齢
裕
な
し
と
て
、
文
化
工
作
を
軽
視
し
て
、
満
州
人
の
指
導
な

く
日
本
大
陸
工
作
百
年
の
大
計
な
し
。
誠
ニ
[
に
]
油
断
す
る
能
は
ざ
る
時
機
な
り
。
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
。

二
十
六
日
、
慮
用
あ
り
。

以
来
の
四
方

再
度
ハ
ル
ピ
ン
に
ゆ
く
。

た
ま

f
i・
石
井
漠
一
行
と
人
工
[
同
]
車
す
。
一
別

(
五
十
一
ウ
)

山
談
を
語
り
あ
い
、
そ
の
夜
は
漠
の
舞
踊
を
見
、
一
慮
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
泊
る
。

二
十
七
日
午
前
、
慮
用
を
果
し
、
ア
ジ
ア
に
三
品
参
謀
と
人
工
[
同
]
車
、
移
民
に
対
す
る
協
和
曾
工
作

の

下

相

談

を

車

中

に

て

な

し

、

帰

京

。

此

の

旅

を

終

る

。

(

完

)

(

五

十

二

オ

)

「
ハ
ル
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
」
の
コ
ー
ス
タ
ー
貼
付
。

(
さ
と
う

む
つ
こ
)
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